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（１）総人口の推移
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図表１ 総人口の推移（小田原市）

※小田原市の人口がピークとなったのは、1999年8月1日200,695人

※1971～2019年は市統計月報より。

※2020以降5年ごとの数字は国立社会保障・人口問題研究所 人口動向分析・将来人口推計のための
基礎データ「将来推計」（令和元年度推計）。

2040年に155,368人まで減少すると推計されている

2015年に推計した際には158,299人まで
減少すると見込んでいた

2001年に200,000人を割り込む

４ 小田原市の人口の現状分析



（２）年齢3区分別人口の推移と将来推計
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※1971.4.1 橘町合併
※1971～2019年は市統計月報より。

※2020以降5年ごとの数字は国立社会保障・人口問題研究所 人口動向分析・将来人口推計のための
基礎データ「将来推計」（令和元年度推計）。

図表２ 年齢３区分別人口の推移（小田原市）



（５）出生・死亡、転入・転出数の推移
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図表５ 出生・死亡数、転入・転出者数の推移（小田原市）人
口
（人
）

※1971.4.1 橘町合併
※1971～2019年は市統計月報より。

※2020以降5年ごとの数字は国立社会保障・人口問題研究所 人口動向分析・将来人口推計のための
基礎データ「将来推計」（令和元年度推計）。



（９）年齢階級別の人口移動の状況の長期動向
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図表９－２ 年齢階級別人口移動の推移（小田原市）（１９９５～２０１５年）

20代から30代にかけて、著しい人口流出



150,000

155,000

160,000

165,000

170,000

175,000

180,000

185,000

190,000

195,000

200,000

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

本市推計（2013年推計）

本市推計（2018年推計）

社人研推計（2013年推計）

社人研推計（2018年推計）

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

本市推計（2013年推計） 193,914 189,468 183,660 177,629 170,870 164,597 

本市推計（2018年推計） 194,086 189,790 183,982 177,996 171,147 164,667 

社人研推計（2013年推計） 194,900 189,778 183,149 175,477 167,091 158,299 

社人研推計（2018年推計） 194,086 188,059 180,789 172,784 164,231 155,367 

図表１５－１ 人口シミュレーション（社人研モデル・本市推計（パターン２））（３）人口の将来展望

６ 人口の現状分析を踏まえた将来の方向性

パターン２の条件：
合計特殊出生率を本市人口ビ
ジョン値、2020年1.41、2030年1.61、
2040年以降1.88とし、社会増減は
均衡することを想定。


